
 

第 41 回オンライン交流会（2026.06） 

・開催日：2026年 6月 21日（日） 18：00～20：15 （オンライン開催） 

・テーマ： 「地元民が語る大河ドラマ「豊臣兄弟！」のウラ話」 

・プレゼンター ： 木村謙之氏（愛知支部 60W） 

・参加者 ： 21名 詳細は 2ページ 

 

本交流会は、参加者同士が近況を報告し合

うとともに、毎回さまざまな分野で活躍す

る同窓生によるプレゼンを通じて知見を広

げ、交流を深める機会となっています。 

前半の近況報告では、今回は 2 名の方が初

参加され、新たな仲間を迎えて交流の輪が

さらに広がりました。そのうちのお一人

は、運動部のつながりから参加を勧めら

れ、現役時代に今回の講演テーマの舞台で

ある名古屋市中村区に住んでいたこともあ

り、興味を持って参加とのことでした。ま

た、各参加者からは、自治会や同窓会支部

の活動、旅行や趣味、地域イベントへの参

加など、多彩な近況が紹介されました。中

でも川越支部からは、総会・講演会を初め

てハイブリッド形式で開催し、準備段階か

ら他支部の支援を受けながら円滑に運営で

きたとの報告があり、支部間の連携の大切

さを改めて感じる話題となりました。 

今回のプレゼンは、

名古屋市中村区在住

の木村謙之さんが

「豊臣兄弟と中村の

歴史」をテーマに担

当しました。木村さ

んは中小企業診断士

として地域企業を支

援する傍ら、郷土史や自身の家系について

長年調査を続けており、その豊富な知識と

資料をもとに講演が行われました。 

講演では、現在放送中の大河ドラマ「豊臣

兄弟！」を切り口として、豊臣秀吉・秀長

兄弟が育った中村村の歴史や当時の地域の

様子、中村公園周辺に残る史跡や記念碑な

どが紹介されました。また、大河ドラマで

は演出上の脚色が加えられている部分と史

実との違いについても分かりやすく解説さ

れ、古地図や寺院の記録、自身の家系調査

の成果なども交えながら、郷土の歴史をよ

り身近に感じられる内容となりました。 

意見交換では、大河ドラマをきっかけに歴

史への関心が高まることへの期待や、史実

と創作をどのように見分けるか、家系調査

の進め方、中村公園周辺の史跡の見どころ

などについて活発な意見交換が行われまし

た。また、参加者からも各地域に伝わる歴

史や家系に関する話題が紹介され、歴史を

通して交流が一層深まる有意義な時間とな

りました。 

全国各地の同窓生が近況を語り合い、それ

ぞれの経験や専門分野の知識を共有できる

ことは、本交流会の大きな魅力です。今後

も、このオンライン交流会を通じて会員相

互の親睦を深めるとともに、新たな学びと

交流の場として継続していきたいと考えて

います。 

 



 

 

参加者 

 

吉平弘一 50C 愛知 
 
倉林弘行 44C 平塚 

清水堪藏 49C 愛知 
 
金井勇 46C修 川越 

鶴岡徹雄 44M 愛知 
 
小西憲二 49C修 さいたま 

阿部雅信 47C修 愛知 
 
雨宮敏文 54K修 川越 

二宗光文 46M 愛知 
 
麻生信之 53W 川越 

松永恒男 47C 愛知 
 
田野崎謙一 52K 渋川 

木村謙之 60W 愛知 
 
星野義算 56C 高崎 

小澤俊一 63E修 愛知 
 
富澤敏明 ５２K 前橋 

佐野武司 62W 三重 
 
小林康泰 52S 桐生 

阿部桂三 46S修 三重  岩木實 ４９L 小山 

石原 59A 静岡     

 

 

 

 

 

 


